
　１　指定管理者が行う業務の内容および実施状況

　ア　施設賠償責任保険への加入に関する業務　　　イ　広告の掲出に関する業務　　　ウ雑誌等からの照会・回答に関すること　

　キ　指定期間終了にあたっての引継ぎに関する業務　　　ク　AEDの設置に関する業務　　　ケ　その他必要な業務

②維持管理に関すること

　エ　当該年度の事業報告書および収支決算書の作成に関する業務

　オ　次年度の事業計画書および収支予算書の作成に関する業務　　　カ　市との連絡調整に関する業務

①　売店事業（サルの餌，花苗，タオル，ポストカード）

②　自動販売機の設置事業

　（３）自主事業

　ア　施設・設備等の機能・美観の維持に関する業務　　　イ　温室内管理に関する業務

①使用料等収納事務委託

　施設名・所在地

　設置条例

　指定管理者名  NPO法人函館ｴｺﾛｼﾞｰｸﾗﾌﾞ

　設置目的

令和２年度　指定管理者業務実績シート

　（１）管理業務

　（２）委託事業

　開園時間
　休園日等

　ア　入園者受付に関する業務　　　イ　バッテリーカー供用に関する業務

 開園時間　４月１日～１０月３１日　　午前９時３０分～午後６時
　　　　　　　１１月１日～３月３１日　　午前９時３０分～午後４時３０分
 バッテリーカー供用期間　　４月１日～１０月３１日
 休 園 日 　１２月２９日～１月１日

 敷地面積：１１，７００㎡　　建物延床面積：１，８４３㎡
 施設内容：受付棟，温室棟，水の広場，ちびっこ広場，サル山温泉，前庭等

作成年月日　令和３年(2021年)6月30日

③　その他，市または指定管理者が必要と認める業務

　オ　休憩所（足湯）の供用に関する業務　　　カ　施設の維持管理に係る光熱費等の支払に関する業務

　オ　その他入園者に関する業務

建設費 昭和４５年７月　設置年月

　ウ　入園者の安全確保および秩序の維持に関する業務　　　エ　植物園の活性化に資する事業の開催等に関する業務

　ウ　展示動物の飼育に関する業務　　　エ　水の広場の供用に関する業務

　２　市民サービス向上のためのその他の取り組み実績

部

 函館市熱帯植物園（函館市湯川町３丁目１番１５号）

選定
区分

公募
非公募 特になし

93,000千円

 市民に憩いの場を創出するとともに，湯の川温泉の観光資源強化に資することを目的とする。

指定期間

 函館市熱帯植物園条例

平成31年4月1日～令和４年3月31日

公園河川管理課

①入園者に関すること

　□利用料金制の採用の　有　無
　　一般：３００円（団体１人につき２４０円）
　　小・中学生：１００円（団体１人つき８０円）
　　市内在住で６５歳以上：１５０円
　　市内在住または市内の学校に在籍する生徒児童（高校生を除く），市内在住の障がい
　　者およびその介護者：無料

　料金体系

　構造規模等
　耐用年数

　指定管理者の特別な用件

課土木部

③地域と繋がるためのボランティア活動の充実

④利用環境向上のための開園時間の延長

①利用促進のためのイベント開催

②魅力創出のための体験学習会等の実施



満足61.2％ やや満足23.8％ 普通9.0％ やや不満3.0％ 不満1.5％ 無回答1.5％

満足61.2％ やや満足16.4％ 普通19.4％ やや不満1.5％ 不満0.0％ 無回答1.5％

満足55.2％ やや満足26.9％ 普通14.9％ やや不満1.5％ 不満0.0％ 無回答1.5％

満足65.7％ やや満足14.9％ 普通14.9％ やや不満3.0％ 不満0.0％ 無回答1.5％

(単位：人)

　

(単位：人，円)

　

スタッフの対応：

施設の利便性：
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　４　施設の利用状況（利用者数，稼働率など）
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    ・令和２年度の月別利用者数
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　３　市民ニーズの把握の実施状況

　　・利用者アンケートの実施
　　　期　　　間：　令和2年4月1日～令和3年3月31日　回収箱設置方式
　　　回答者数：　６７人
　　　主な内容：

１２月
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　　・年度別利用者数等

　　無料開放（一般）

　有料合計

　　個人（小中学生）

　　団体（一般）
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　　障がい者（一般）

　無料合計

　　幼児
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　　団体（小中学生）

　　個人（一般）

利用者総数

6,427

6,737

9,137

5,547

2,794

119,110

　　無料開放（小中学生）

　　高齢者

　　団体（小中学生）

　無料合計 1,670

0

　　無料開放（小中学生）

2,977

80,032

　　無料開放（一般）

0

0

　　幼児

　　高齢者

　有料合計
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　　個人（小中学生）

　　団体（一般） 91

　　個人（一般）

6,045

使用料収入 34,456,83033,133,65024,483,68027,136,560

　　障がい者（小中学生） 101121 114 73

48,328

41,810

145,990

施設の清潔度：

施設の充実度：

令和２年度

60,632

１１月

3,433

576

1,750

759

9,615

5,751

3,423

217

5,143

2,445



　５　指定管理者の収支状況

　

818,910 719,417

広告宣伝費
80,000

169,132

租税公課 5,471,368

その他所要経費

6,284,498

688,365

306

収支差額（収入－支出）

支
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　６　モニタリングの実施状況および指定管理者に対する改善指示等の実施状況
　　実地調査の実施　　有
　　モニタリング仕様書に基づく定期報告などは，適正に行われている。
  　また，市からの改善指示は特になし。
　

当該施設の利用者一人
当たり税金投入コスト

197228381

-564,643

その他収入

64,879,630

498,828

250,272

6,163,715 6,385,410 6,214,318

472,013

1,099,211

572,112

116,940

4,317,984

144,333

保険料

68,032,284 69,039,048

35,047,172 35,478,588

64,815

平成３０年度

収
入

合　計 67,039,115

0

38,655

2,401,462 2,586,062

5,971,112 7,432,634

136,000

0

36,766,732
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0

67,329,925

30,323,899 31,054,458

33,817,834

再委託費

物件費

活性化事業収入

4,118,7713,096,358

人件費

通信費

燃料費

材料費

薬品費

交通費

消耗品費

修繕費

1,236,352

66,719,503

385,000

130,010

1,253,472

0 0

271,918

5,386,654
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2,425,957

64,023,164

0
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172,339

1,908,014

6,697,685

31,137,827

380,874

0

2,577,621

68,000

6,458,917

2,655,912

5,425,958

32,321,823

0

30,127

1,513,018

令和元年度 令和２年度

63,871,500

66,449,121

353,784

496,536

自主事業収入

印刷製本費 360,000

被服費 325,822

1,836,862

1,376,955

322,417

126,097

131,830

賃借料

102,000

377,996

光熱水費

6,277,996

6,984,161

8,062,514

36,960 148,180

手数料 129,450

1,415,998

管理委託料

207,896

5,991,500

218,450

2,564,112

1,912,476

502,837

786,972

(単位：円)

131,145



①指定管理者の自己評価

　

②市の指定管理者に対する実績評価

　

　特になし団体の経営状況については，財務
指標において良好な値を示してお
り，特に問題はない。

■　Ｂ

□　Ｄ

□　Ａ

□　Ｄ

□　Ｂ

サービスの質の状況

■　Ａ

課題と今後の対応

団体の経営状況

区　分

□　Ｂ

■　Ａ

■　Ａ

□　Ｂ

□　Ｃ

業務の履行状況

　７　指定管理者に対する評価

□　Ｄ

□　Ｃ

事業計画書に基づき，主な事業は
全て遂行した。
施設等の厳正な保守管理に努め，

老朽化による損傷等を小規模のうち
に適宜補修し，危険状況の排除に努
めた。

サービスの質の状況

評価の内容評　価 課題と今後の対応

協定書および事業計画書に基づ
き，管理業務が適切に遂行されてい
る。
施設の老朽化が進むなか，適切に

修繕を行っている。
必要に応じて市へ報告または市と

協議を行い，施設の適正な管理に努
めている。

施設の老朽化が進んでいることか
ら，巡回・巡視を確実に行い，修繕
が必要な場合は，今後においても市
と協議しながら適切な施設整備を行
い，利用者の安全確保に努めるこ
と。

外国人利用者の増加や利用者の年
齢層が幅広いことなどから，アン
ケート調査の結果等で利用者のニー
ズを把握し，サービス向上に努めて
いる。

今後においてもアンケートの調査
結果および苦情の内容を精査し，管
理運営に反映させるとともに，従業
員の資質の向上および清潔で快適な
施設運営の維持に努めること。

□　Ｃ

評　価 評価の内容

■　Ｂ

□　Ｃ

□　Ａ

団体の経営状況

□　Ｃ

□　Ｃ

□　Ｄ

■　Ａ

□　Ｂ

事業収支および財務指標に問題は
なかった。

区　分

函館市民の憩いの場であるととも
に函館市における重要観光施設とし
て役割を果たすため，利用者に少し
でも満足してもらえるよう，日々改
善点を模索し，安定した運営を目指
す。

◎「業務の履行状況」「サービスの質の状況」
　Ａ　協定書を遵守し，事業計画書及び仕様書の水準以上がなされている。
　Ｂ　協定書を遵守し，事業計画書及び仕様書の水準どおり行われている。
　Ｃ　協定書の遵守しているが，事業計画書及び仕様書の水準をやや満たしておらず，課題がある。
　Ｄ　協定書や事業計画書に不履行がある。または，業務水準を満たしていない。

◎「団体の経営状況」
　A　事業収支，経営状況に問題はない。
　B　事業収支，経営状況の今後に注意を要する。
　C　事業収支，経営状況に早急な改善を要する。

施設の老朽化は避けられないた
め，適切な保守管理によって維持補
修に努める。
また，効率的な人員配置を模索

し，厳正な運営と適切な事業の実施
を目指す。

苦情や要望の内容を精査し，改善
可能な点については，即時対応でき
るよう，職員に徹底した。
ホームページやブログの更新，毎

月の植物園だよりの発行のほか，新
聞・テレビ・雑誌等への植物園の情
報提供を適時実施した。

利用者の声に対応するべく，職員
の意見を集約して改善点を模索し，
サービスの質の向上させる。
また，職員の資質を向上させるた

め，知識技能や資格の取得を促す。

業務の履行状況


